
2024年４月 19日に、学部１年生の必修科

目である「クラスセミナーⅠ」で、教員養成

スタンダードに基づいたリフレクションにつ

いて講義が行われました。 

まずは、森山教授から教員養成スタンダー

ドにおける教職基盤や TSS（Teachers’ 

Standard-based Score）の考え方について説

明がなされました。 

 

 
TSSについて説明する森山教授 

 

 
リフレクションについて説明する山中教授 

 

続いて山中教授より、リフレクションとは

何か、リフレクションがなぜ必要なのか、と

いうことについて説明がなされました。 

最後に永田教授より、１年次のクラスセミ

ナーで行うリフレクションのアクティビティ

について、実際に画像に書き込んだり投稿し

たりする演習が行われました。 

 

アクティビティについて説明する永田教授 

 

授業後のアンケートでは、「教員養成スタン

ダードに関する本日の内容は，理解できた」

（99％）、「教員養成スタンダードはこれから

の自分の学修にとって大切なものだと認識でき

た」（99％）、「教員養成スタンダードに基づ

いて，これから学修やリフレクションなどをが

んばっていきたい」（97％）との回答が得られ

た。 

教員養成スタンダードの活用 

教員養成スタンダードに基づいたリフレクションについて 
クラスセミナーⅠで詳しく説明しました 

開催日時：2024年４月 19日（金）13時 10分～13時 55分  
場  所：共通講義棟 106教室 
学  生：「クラスセミナーⅠ」受講の学部１年生（１７２名） 
講  師：森山 潤 教授、山中一英教授、永田智子教授 




